









Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
17.磁 気 共鳴法 による化 学反応 の研 究
一 溶液中における分子間相互作用の観点から-
































18.磁気 共 鳴 に よる化 学反応 の研 究
















命についていえば , rapids甲n法ではせいぜい数､m secであるのに対 し･sanl-
pling法では1〟secの短寿命の遊離基に対しても応用できるので sampling法が
有利である｡一方 sampling法は同じ条件でくり返し遊離基生成が可能な系に限られ
るので,その応用範囲は限られる｡従って,この方法は一般の化学反応に応用できず,
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